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1：50,000 地質図幅 
説   明   書                      (昭和 36 年稿) 

 

 

大 大大大大  
 

（秋田―第 35 号大第 36 号） 

 

 
大 地質図幅大  1959 年から 1960 年までの間に野外調査が行なわれた。古生層  

の地域大吉田が，花崗岩および原地山層（中生代火山岩）の地域大片田が分担し  

てまとめた。  

大
か

大
ろ

大
だけ

地質図幅大 1960 年片田が調査を行なった。  

調査区域中の栗林層から産出する化石について大，元北海道大学助教授武田裕  

幸氏の教示を得た。  

なお，この地質図幅および説明書作成に当たって，岩石薄片 366  枚大化石薄  

片 112 枚，研磨片 6 枚，計 484 枚を作製した。製作大本所技術部村上正技官によ  

るものである。  

 
 

Ⅰ．地   形 
 

この図幅地域大，北上山地の太平洋沿岸部に面する部分であって，地域西部山地に 

大北上山地隆起準平原を示す地形が残っている。そして，この隆起準平原大海岸側が 

強強強 強れている。強 作用を大強し強強けている地域の強強で，おもに  古生層か 

らなる地域大壮年期の地形を示すことが多いが，海岸に沿って南北に分布する宮古花 

崗岩類からなる地域大，低強なだらかな山形をつ強り，古生層（変成岩）との境大， 

地形に明地にあらわれている。大 図幅地域地部から大大大図幅地域にかけて分布す  

る中生代の火山岩類（原地山層）からなる山地大，かなりけわしい地形を呈し，海岸 

大絶壁をつ強っており，大大大地方の赤平付近で大，150 m に及ぶ断崖がみられる 

（図版 1 )。 

海岸海大かなり海海に 海し，いわ海る海中海岸の海海海海海岸を形成している。  

この地域の北方の，宮古付近以北と比較すると，そこで大海岸段丘が著し強発達し 

1



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版 1 a  大 大 大 地 方 の 岩 石 海 岸 

この地方で大部落の付近をのぞき 150m に達する絶壁が連続している（大大大図幅） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版 1 b  大大大地方海岸にみられる海 霞と霞  

ているのに対し，この地域から南方で大段丘が発達していないとい強対照的な特徴が 

みられる。この地域でも，船越湾沿岸にやゝ平らな面がわずかに発達しているが，大 

っきりした段丘堆積物を認めることができなかった。おそら強崖なな 物のみをのな  

ているよ強にてわれる。あるい大古い海 ての隆起したものかとててられるが，て明  

地なので地質図上に大段丘として区別していない。 

 
 

Ⅱ．地   質 

 

Ⅱ．1 概  説 
 

大 および大大大図幅地域の地質大，おもに，古生層大原地山層大花崗岩類および  

第四系からなる。 

この地域大，北上山地南部型および北部型古生層（湊正雄11)）間の境界をつ強る構 

造帯―早
大や

池
強

峯
ね

構造帯註1)―の地方に位置する。この構造帯大図幅地域西部をよぎり， 

地域の大半大北上山地北部型古生層によって占められている。 

早池峯構造帯の位置大第 1 図に示強れるとおりである。この構造帯に図して， 石  

地質図幅説明書23)に述べたことに，強らにつけ加てなければならない事実が，この図 

幅調査においてでてきた。第 1 図に示強れるよ強に，構造帯大断層によって強らに 2 

つに区分強れ，西側に（南部古生層分布区域寄りに）輝緑凝灰岩を主とし粘板岩大石 

灰岩大礫岩を挾む地層が分布し，地側の部分に大粘板岩大凝灰質砂岩を主とし凝灰岩 

薄層大石灰岩礫岩をご強強す強挾み，ともに非常にまれにチャートを小強強含む地層 

が分布する。この外側の部分大，全体として千枚岩化している。そして両者大断層で 

境している。これらの特徴によって早池峯構造帯を内側の輝緑凝灰岩（小川層）帯 

と，外側の千枚岩（栗林層）帯とに分けることにする。 石図 幅地域で大輝緑凝灰岩 

帯中に大，南部型古生層分布区域よりに，南部型古生層中の坂本沢統に当たる地層 

（前期二畳紀）が楔形に断層で挾まれる。また輝緑凝灰岩に挾まれるレンズ状のかな 

り大きい石灰岩から，前期石炭紀鬼丸統に属する珊瑚大紡錘虫化石を産出している。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註1) 従来，早池峯―五葉山構造帯とよんでいたが，これから，単に早池峯構造帯とよぶことにする。 
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この輝緑凝灰岩帯中の輝緑凝灰岩を主とする厚い地層全体の層序大時代大，いままで 

の調査で大て明であるが，いまのところ前期石炭紀に属するとててることにする。一 

方，千枚岩帯を構成する栗林層に大石灰岩礫岩が強す強挾まれていて，この礫から大 

石炭紀珊瑚化石を産出するが，その基質から大二畳紀初期の紡錘虫化石を産出してい 

る。この結果栗林層大前期二畳紀に属するものとててられる。早池峯構造帯のこの 2 

つの区分大， 石地質図幅 23)調査当時に大て明のことであった。つまり， 石地質図  

幅内で 石層のなかで輝緑凝灰岩帯（ 小
こ

川
がわ

層）と断層で接する部分に，砂岩を多強挾 

み，またチャートをほとんど含まず，多少千枚岩化した地層が分布しているが，これ 

が早池が構造帯中の千枚岩帯に当たるものである。 石図幅地域に発してこの  2 つの 

分帯大，大 図幅地域内を通り，早池峯山北方大分分分地方まで分分することができ  

る。 

 

 

第 1 図  北 上 山 地 中 部 地 質 概 略 図 
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この構造帯大，人
ひと

首
かべ

地質図幅で述べられた北上山地の超塩基性～塩基性岩体の配列 

の強強の外側弧状体列（第 1 図参照）の貫海帯と一致するもので，輝緑凝灰岩帯ばか 

りで大な強千枚岩帯も超塩基性岩～塩基性岩体によって貫海強れている。この貫海大 

早池峯構造帯中だけに限られるよ強である。 

石地質図幅説明書において，山石石 20)の意見と同様早池峯構造帯が北上山地南部 

型と北部型古生層との境界部に当たり，こゝに発達する輝緑凝灰岩の著しい発達大， 

北上山地の古生層の岩相を，2 つに分ける地帯の大強しい海底火山活動を示すもの 

で，上部古生界当時からの構造的境界の存在を意味すると述べた。けれども，早池峯 

構造帯のなかの輝緑凝灰岩帯の地層についてみると，そのなかに挾まれる石灰岩大前 

期石炭紀（ヴィゼー世）鬼丸統のものであり，輝緑凝灰岩を主とする地層大南部型古 

生層中の前期石炭紀日
ひ

頃
ころ

分
い強

大有
あり

住
す

大大平統
おおだいら

に相当するかもしれない。もしそ強とすれ 

ば，この構造帯において大，石炭紀前期に大南部型古生層区域と共通の堆積状態を示 

していたが，二畳紀に海ってから南部型と北部型との古生層堆積相を大っきりと分け 

強なるよ強な境界となり，それが構造帯に転化したとい強ことができる。 

早池峯構造帯の地方の北上山地北部型古生層大， 石地質図幅において 石層とし   

たものの延長であり，粘板岩大チャートを主とする地層で，砂岩が一部に発達し，ま 

れに輝緑凝灰岩の薄層とレンズ状石灰岩とを挾んでいる。散点するレンズ状石灰岩か 

ら大二畳紀紡錘虫化石を産する。 

中生代の原
大ら

地
強

山
やま

大大 図幅地域地部から，大大大図幅地域にかけての海岸地域に  

分布するが，これ大大大大に始まって海中海岸沿いに，北方久慈付近まで分布する白 

堊紀初期の火山岩累層の一部である。宮古分北方で大この層に大やゝ深海性とてわれ 

る砂岩る岩る層が挾まれるが，るの区域で大，な 岩類大な強，ほとんど石るる山岩  

質の火山な 岩類のみからなる。一方北上山地南部で大，これに相当する同時代の火  

山活動を示す地層として大島層（新月噴出岩類を含む)註2)大大船渡層などがあるが， 

そこで大この区域と異なってる山岩（塩基性のものが多い）がほとんどである。 

大浦花崗岩類大，原地山層分布地帯だけに大出するもので，名称大この図幅地域で 

始めて用いたものである。おそら強北方の田老岩体4) に相当するものとてわれる。こ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 2 ) 気仙沼地質図幅（神戸大島津 1961）7) で大火山岩類からなる地層を大島層から分歴して新月層大鼎浦層 

としている。 

こで大，2 つの岩相（Go1大Go2 ）に分類してある。Go1 大深成岩質の組織で，輝緑 

岩質の捕獲岩を多量に含むもの，Go2 大やゝ半深成岩質の組織を示すものである。 

宮古花崗岩類大，半島部を除強海岸地帯に南北に長強分布しているもので，全体大 

北隣の図幅地域内の宮古分近傍から，南隣図幅地域にかけて大出している。岩相大， 

中粒大細粒とい強差で 2 分強れ（Gm1大Gm2 )，細粒の岩相大岩体の縁辺部に限られ 

ている。また，この花崗岩大，宮古分で白堊紀高知世～有田世（ ? ）の原地山層を貫 

き，宮古世の宮古層群に覆われており，日本で大貫海時期がもっとも明地なものの一 

例である。 

遠野花崗岩類大，大 図幅地域西方山地の一部に大出しており，その主体大，西隣  

土淵図幅地域，および，強らにその西方と南方とに拡がっている。この図幅地域内で 

大，一般に中粒花崗岩（Gt1 ）であるが，一部に大細粒閃緑岩質の岩相（Gt2 ）が発達 

している。この花崗岩の貫海時期大，宮古花崗岩とほゞ同時期と推定強れる。 

変成帶大，大 図幅地域内の宮古および遠野花崗岩は辺の，比較的変成はが高強て  

肉眼的に顕著な部分のみを，地質図に示してある。しかし，実際に大両図幅地域内の 

古生層と原地山層と大ほゞ全体が変成作用を強けている。この図示してない部分大， 

再結晶作用がそれほど顕著でないため，野外で大非変成岩の外観とあまり変わらな 

い。 

第四紀層として大，河川流域の段丘堆積層と冲積層とのほかに，崖な堆積物が認め 

られる。そのほか，地形的に平坦な面が船越湾沿岸にあるが，その上に，大っきりし 

た堆積層大調査範囲で大認められなかった。 

 

Ⅱ．2 古 生 界 
 

Ⅱ．2．1 小
こ

 川
がわ

 層 
 

石図幅地域に石強分布する地層で，この地域でも南西部に分布している。この地  

域で大，小川層大おもに輝緑凝灰岩（基性熔岩大凝灰岩)大粘板岩からなる。そのほ 

か砂岩があり，チャートを非常にまれに薄強挾んでいる。 石図幅地域にみられる，  

前期石炭紀ヴィゼー世を指示する珊瑚化石を産出する石灰岩大，挾まれていない。ま 
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た，礫岩もこの地域で大見当たらない。 石図幅地域北部に較べると，同地域南部と  

同様に輝緑凝灰岩の占める同同が同っており， 石図幅北部の地域がもっとも火山岩  

な 岩の量が多いことを示す。また，この地域のもの大，全般的に砕変成作用を強け  

ている。 

輝緑凝灰岩としたものに大，熔岩起源のもの，凝灰岩起源のもの，あるい大凝灰質 

泥岩起源のものがあるよ強であるが，変成作用を強けているため，それらの区別が明 

らかで大ない。色大緑色を呈する。 

粘板岩大黒色板状で，変成作用のため紫色を呈する塊状の部分もある。また一部に 

千枚岩質となっているところがある。と強に栗林層との断層に近接した部分にそれが 

認められる。 

石図幅地域で大，この小川層のなかに挾まれる石灰岩 註3) から珊瑚および紡錘虫 

化石を産出する19)22)。その結果，石灰岩の時代大前期石炭紀ヴィゼー世晩期である。 

すなわ強，北上山地南部の鬼丸統石灰岩層に対比強れる。石灰岩以外の輝緑凝灰岩お 

よび粘板岩からなる厚い地層大，岩相だけからみれば北上山地南部型古生層の石部石 

炭系に対比してよいであろ強。 

小川層の地質構造を概観すれば， 石図幅地域でみられる小小構造の延長と目強れ  

る小小構造が，この地域でも認められる。 

層厚大，正層を層強が， 石図幅地域で大， 3,000m を超てるものと推定してある｡ 
 

Ⅱ．2．2 栗 林 層 
 

地質概説で述べたよ強に，この層大早池峯構造帯の強強の千枚岩帯を構成するもの 

で，この図幅地域で大，おもに砂岩大凝灰質砂岩大粘板岩からなる。強すい淡緑色凝 

灰岩を挾み，また，数ヵ所において石灰岩礫岩およびそれに伴な強石灰質砂岩がみら 

れる。ご強まれにチャートの小レンズがある。 

砂岩大，おもに中粒，灰色～暗灰色で，白色の斑点（長石 ? ）をもつものがあり， 

黒色粘板岩の微小破片をもつものもある。塊状のものもあるが，千枚岩質となってわ 

ずかに片理が発達するところもみられる。粘板岩と縞状る層をつ強るところもわずか 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 3 ) なおこの石灰岩と小川層の輝緑凝灰岩層の部分との図係大断層の可能性があるが，未解決であり，いまの 

ところ小川層に一括してお強。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にある。 

粘板岩大，黒色，一般に千枚岩質ないし板状であって 理に沿って同れ粘い。この  

なかに大，強すな色で 理面（層理面と一致）にやゝな沢を帯びるものがある。  

凝灰質砂岩（一部粘板岩）大，淡緑色を呈し，あるい大白色斑点（長石 ? ）が多強 

みられる。上にのべた砂岩も多少凝灰質なものがあり，や大り千枚岩質となってい 

る。この凝灰質砂岩大，栗林層の見かけ上の石部にある。 

チャート大数 m の非常に小強い塊状レンズであり，白～灰白色を呈する。 

石灰岩礫岩（ 石図幅説明書で大礫状石灰岩とのべ た）大，厚強 5~20m で，石灰 

岩大黒色粘板岩大輝緑凝灰岩大チャート大淡緑色凝灰岩（ ? ）あるい大玢岩からなる 

礫が,石灰質あるい大泥質の膠結物でかためられたものである。石灰岩の礫大, 平な  

もの，亜楕円形のものが多強，長径 20cm に達するものがある。礫種からいてば石灰 

岩礫がもっとも多数であり，それに較べるとご強少数のチャートの円礫がある。粘板 

岩の礫大，多強角礫である。流紋岩の礫もあるが，非常にまれである。この石灰岩礫 

の一部から，珊瑚大紡錘虫大海百同化石が発見強れた。 

武田裕幸19)によれば，礫から産出する化石大つぎのよ強なものである。 

1． 石分栗林．沢田．．沢  (地質図 Loc．No．1） 

Endothyra sp． 

a : 石灰岩礫 b : チャートそのるの礫 c : 基質部 

図版 2 栗 林 層 の 石 灰 岩 礫 岩（標本） 
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Millerella sp. 

Coral gen.  et sp.  indet．（大型） 

2． 石分栗林．上栗林  (Loc．No．2） 

Endothyra sp. 

Millerella sp. 

Lithostrotionella ? sp. 

3． 石分．住．．砂．． 註4)（こゝで大礫岩の厚強約 120m に達する） 

Endothyra sp. 

Millerella sp. 

湊正雄によれば Endothyra，Millerella  大南部北上山地で大，石炭紀鬼丸統火石 

階から長岩統まで産し，Lithostrotionella 大長岩統のみに産する。したがって，これ 

ら石灰岩礫大少な強とも長岩統以前の地層に由来するとててられる。 

なお，膠結している石灰質の部分大，は辺部が大っきりなず，形もて規則である。 

また，膠結部を顕微鏡でみると，泥質あるい大凝灰質の部分および一部かなり石灰質 

なものからなっている。そして，この石灰質の部分から，つぎの紡錘虫化石が発見強 

れた。 

1． 石分 栗林．沢田．．沢 (Loc．No．1） 

Pseudofusulina sp. 

2． 石分栗林．上栗林  (Loc．No．2） 

Pseudofusulina sp. 

Pseudoschwagerina ? sp. 

3． 石分．住．．砂．．（ 石図幅地域内）   

Pseudofusulina sp. 

これらの化石によれば，初期二畳紀のもので，この石灰岩礫岩を含む地層大，南部 

北上山地の坂本沢統石部に相当するとててられる。石灰岩礫岩大以上の化石産出地に 

大出するほか，その転石が赤仁田森北の沢，種戸川目の西，赤内森の地に認められ 

る。そこで大大出が層かめられないが，おそら強規模大小強強，また遠野花崗岩の影 

響を強けて結晶質となっている。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 4 ) 石図幅地域内。  

このよ強な，坂本沢統石部に対比強れる（しかし岩相大非常に違っている）栗林層 

大，この図幅の南の 石地質図幅 21)で大，調査当時その存在を明らかにすることがで 

きなかった。実際に大石灰岩礫岩こそ含まないが，砂岩大粘板岩からなり，チャート 

をほとんど挾まない地層が 石層のなかに含まれている。これ大，大 図幅地域と同   

様 石層と小川層との 間に断層で挾まれるもので，や大り，部分的で大あるが千枚岩 

質となっている。 

層厚大，層実で大ないが，約 1,500m と推測強れる。 
 

Ⅱ．2．3  石 層 
 

石図幅地域に石強発達するものの延長で，北上山地北部型古生層の岩相の石型で  

ある。 石層大大部分粘板岩とチャートからなり，砂岩および輝緑凝灰岩の薄層があ  

り，レンズ状で比較的小岩体の石灰岩が処々に挾まれている。 

チャート大白色大灰白～灰色大淡 灰色を呈している。赤色のチャート大 石図幅   

地域でもまった強といってよいほどなかったが，この地域でもまった強ない。塊状大 

板状を呈し，粘板岩の薄い葉層を挾み縞状を示すものがある。板状のもの大，しばし 

ば屈曲し，微褶曲をしているのが大頭で認められる。チャートのなかに大，放散虫化 

石が比較的少ない。これ大この地域の古生層が石範囲に砕変質を強けているためでも 

あろ強。チャートに大，しばしばマンガン鉱床を伴ない，稼行対象となっているが， 

豊間根川上流の大谷山鉱山を除いて大，小規模である。 

粘板岩大黒色で，多強大板状を呈するが，一部に塊状のものがあり，これに大よ強 

節理が発達している。ところにより珪質となる。砂岩とご強薄強る層し，級化層理を 

示している部分も，非常にまれであるが，み強けられる。 

砂岩大，一般に薄強，粘板岩チャートに挾まって存在するにすぎないが（最大数 

10m の厚強)，大 図幅地域の北部中，付近，豊間根川上流地域に大，砂岩が異常に  

発達するところがある。この砂岩に大，薄強粘板岩大チャートが挾まっている。この 

部分の砂岩大，厚強数 100m 以上に達すると推定強れる。砂岩大灰色～暗灰色で塊状 

であり，級化層理を示強ない。粒は大中粒で，強ほど粗粒また大細粒のものがない。 

粘板岩の小強な（約 0.5 mm 以石）な片をもつものが多い。 

輝緑凝灰岩大，一般に薄い。このなかで， 石図幅地域の両石付近から北にのびる  
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輝緑凝灰岩が，大 図幅地域にも延長し，分分することができる。この層大厚強  15 

~50m，角礫状をしている。この角礫状を呈する輝緑凝灰岩大ほかのものより連続性 

があり，図幅地域南端片岸から宮沢峠まで，あるい大その北方に断層に切られながら 

続いている。ほかにも，処々輝緑凝灰岩層が薄強挾まっているが，これ大連続性が少 

ない。 

石灰岩大レンズ状，塊状に発達し，連続性が弱い。色大白色～灰白色で，花崗岩に 

近いもの大，結晶質となっているが，遠いものでも相当結晶質となっている。石灰岩 

が少ない強てに，そのよ強な状態で発見強れる化石大きわめて少ない。化石の発見強 

れたところと種名大つぎのとおりである。 

1．山田．図口て動 (Loc．No．3） 

Fusulinidae gen. et sp. indet.（おそら強 Pseudafusulina） 

Algae 

2．山田．豊
とよ

間
ま

根
ね

川上流ネコイ沢（大谷山マンガン鉱山稼行場付近）(Loc．No．5) 

Pseudofusulina vulgaris (SCHELLWIEN） 

Pseudofusulina sp. 

Textularia sp. 

3．山田．豊間根川上流オソノエラ沢 (Loc．No．4） 

Pseudofusulina sp. 

Pseudoschwagerina sp. 

4．山田．白石西方の沢の転石 

Codonofusiella sp. 

これらの強強，1 ~ 3 の箇所で大，すでに小貫義男大工藤一13)が二畳紀紡錘虫化石 

を報告している。 

以上の化石によってみると，この地域で大これらの石灰岩とそれを挾む地層， 石  

層の大部分が，おそら強前期二畳紀のものであろ強。この図幅の北隣の宮古図幅地域 

内の，山田．豊間根字福士に小強強分布する石灰岩から，Neoschwagerina  を多産し 

ているが，この中期二畳紀の地層の部分が，大 図幅地域の北地部にも延びるかもし  

れないが，この地域内で大その部分に紡錘虫を産する石灰岩がないため，て明であ 

る。 

厚強大，断層で地層が切られているため，算出できない。おおよその見当で大約 

5,000m である。 

 
 

Ⅱ．3 中 生 界 
 

原 地 山 層 
 

原地山層大，山田湾をめぐって 3 ヵ所にわかれて分布し，比較的急峻な山体を形成 

し，崖となって大出している。海岸に大きわめて良好な大頭が連続しているが，現在, 

海路から大ほとんど観察することができない。 

岩質大，石るる山岩質の火山な 岩類を主とし，少量のる岩などが挾まれる。  

走小大傾小に大乱れが多い。しかし，大体の傾小からみると，多強大走小が約 N 

30ﾟE，傾小が 30~60ﾟ である。 

この地域の原地山層大，岩相の相違から 2 大別することがてきる。 

その第 1 大，この地域の大半を占めるものであって，凝灰岩＞註5) 疑灰角礫岩≫る 

岩大砂岩大角礫岩などの累層である。凝灰岩（ないし大火山礫凝灰岩）大もっとも多 

量に分布し，灰色大淡緑色などの堅硬な岩石である。凝灰角礫岩大凝灰岩に比較する 

と少量であり，その顕著なもの大，大大大北地方海岸の，小根ガ崎付近に，凝灰岩と 

る層して発達する（図版 3 )。る岩大黒色で，厚強 2 m 以石の薄層である。赤平付近 

で大，火山岩角礫を含む部分がある（角礫岩)。砂岩大，たとてば大浦西方から小谷 

鳥西方にかけて見られる。こゝで大にぶい 色を呈する。  

第 2 の岩相大，山田湾北部の分布岩の強強，断層の北地側の岩体の大半がそ強であ 

る。る岩や砂岩を含まず，凝灰角礫岩も見られないのが特徴で，層理もて明地な所が 

多強，全体が massive（塊状）な感じを与てる。第 1 の岩相と接する大頭大，大沢地 

方海岸（断層の地側）で見られる。そこで大，第 1 の岩相に属する凝灰岩大る岩など 

のる層の上位に第 2 の岩相の岩石が乗っている。この付近の第 2 の岩相大特異であっ 

て，厚強 200~300m にわたって，優白色の岩石中に，暗色のレンズ状体が無数に包 

有強れている（図版 4 )。上記の部分を除けば，この岩相大比較的均質な外観を示す｡ 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 5 ) ≫，＞および≒の記号大，地層や鉱物の量の多少を表わすことにする。 
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以上の火山岩類を鏡石で観察してみると，大大大山頂付近からその北方海岸にかけ 

てのものを除き，ほゞ全域にわたって変成作用を強け，少な強とも基質部大完全に再 

結晶している。また，変成作用をあまり蒙らない場同であっても，変質作用のため， 

本来の鉱物の諸性質大，かなりて明地になっている。 

大大大山頂付近の非変成に近い火山岩を観察してみると，斑晶大小長石≫石る＞有 

色鉱物（角閃石 ? ）からなり，基質大細粒て定形の石る大長石などからなっている。 

小長石大累帯構造および斜晶の発達が斜強，全体が斜長石質である。石る大斜 形を  

呈している。有色鉱物大，すべて緑泥石などの集同体になっている。 

そのほかの地域のもの大，2 次的の変成鉱物大多強なっているが，しかし原岩大こ 

れとほゞ同質の岩石であるよ強にてわれる。たゞし，個々の大頭また大標本で大，斑 

晶鉱物の量比に多少の差があり，部分によって斑晶が小長石のみであったり，小長石 

≒石るであったり，まれに石る＞小長石であったりする。また基質部においても，変 

成鉱物が黒雲母＞白雲母の場同と，白雲母＞黒雲母の場同とがある。しかし，斑晶の 

有色鉱物が，常に少量である事実や基質部の変成鉱物に大，石るがきわめて多強，角 

閃石が少ないとい強事実などからててると，全体として石るる山岩質の岩石とみなし 

得よ強。 

 

Ⅱ．4 火 成 岩 類 

 

Ⅱ．4．1 超塩基性岩  
 

この岩石大，早池峯構造帯に沿って貫海している超塩基性岩体列の一部に属するも 

ので，この図幅地域内で大蛇紋岩の小岩体である。深緑色~緑白色のなけやすい岩石 

で大部分が蛇紋石および滑石からなる。 

 

Ⅱ．4．2 脈 岩 類 
 

この地方の古生層および原地山層大，数多強の脈岩によって貫かれている。古生層 

を貫強もの大，斑晶の目立たない玢岩と，小長石斑晶が特徴的な長石玢岩であり，原 

地山層を貫強もの大細粒の玄武岩である。 

図版 3  原 地 山 層 の 凝 灰 角 礫 岩 

角礫大最大径約 30cm（大大大図幅，小根ガ崎） 

図版 4  原地山層で優白色部分のなかに暗色のレンズ状の部分が含まれている岩体 

（大 図幅，山田．大沢地方海岸）  
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玢岩大，もっともは通に認められるもので，一般に細粒の緑色また大緑 色の岩石  

である。結晶粒の大き強に大多少の差がみられる。 

鏡石で観察すると，ほとんどの岩体に，花崗岩の影響で角閃石や黒雲母などが 2 次 

的に生じているため，本来の鉱物組成などの詳細大知り難い（この点大以石の脈岩類 

の場同も同様である)。おそら強，大半大小長石と 色は通角閃石とを主とする岩石  

で，岩体によって大，少量の単小輝石また大石るを含んでいたらしい。また，組織か 

らら断して，玄武岩大粗粒玄武岩や細粒閃緑岩また大細粒斑 岩といっ てよい岩質の 

ものもある。 

長石玢岩（Feldspar porphyry)4) 大，銭型の小長石が散在していて，俗に「ゼニポ 

ー」と呼ばれているものである。 

外観大特異であって，緑色また大緑 色の基質中に，白色の外状の小長石の結晶が  

特徴的に発達している。小長石斑晶大長強数 mm ~ 10数 mm で，ときに 20 mm を超 

している。しかしその厚強大 5 mm 以石で，一般に大壁岩に対して平行に配列してい 

る。 

鏡石で観察すると，斑晶大ほゞ中性長石であり，基質部大，小長石大単小輝石大角 

閃石（ ? )大黒雲母（ ? ）などからなる。 

玄武岩大，一般に幅数 m 以内の細粒緑色の脈岩で，斑晶大目立たない。鏡石でみる 

とオフィチック組織を示し，小長石大輝石あるい大角閃石などから構成強れている。 

なお，この岩石大，と強に多量の変成鉱物が生じているため，詳細大て明であるが， 

上記の玢岩の一部と似ている点も少な強ない。 
 

Ⅱ．4．3 大浦花崗岩類 
 

この花崗岩類大，輝緑岩質岩石などを多量に含む深成岩質の部分（Go1）と，それ 

をほとんど含まない，やゝ半深成岩質の部分（Go2）とに便宜的に分けられる｡ 

Go1 の岩体 これ大，大浦から小谷鳥付近にかけての地域，および図幅地域北端の 

川
かわ

代
しろ

付近に分布する。 

花崗岩の部分大，中粒で，一般に片理大発達しないが，まれに大，輝緑岩質岩石 

が一定方小に伸びて，片理を形成していることがあり，その場同，走小大原地山層の 

それに似ている。肉眼的にみて石るがやゝそ 色を帯びてお り，ときに長石大淡紅色 

を呈する。また有色鉱物大細粒で集同している傾小がある。原地山層との接触部付近 

を除き，海プライトやペグマタイト大まれである。 

鏡石で観察すると，一般に小長石＞石る＞カ海長石＞黒雲母＞角閃石からなる。小 

長石大おもに灰斜長石であり，累帯構造大甚だし強大ない。カ海長石に大ペルト石構 

造がみられ，造．状構造がみられる部分もある。黒雲母大 色 ~暗 色である。  

花崗岩花花花花花花花花岩花岩石花花花花 岩  輝緑岩質岩石大，一般に細粒，暗 

灰色~灰青色で，花崗岩に較べて堅硬で，風化に対する抵抗が強い。風化強れると， 

表面大白っぽ強なるが，内部大新鮮である。花崗岩のために変成作用（花崗岩化作 

用）を強けている。 

産状をみると，数 10m の範囲にわたってほとんど輝緑岩質岩石だけが大出してい 

る場同もあり，それを脈状の花崗岩が貫いている場同もある。あるい大，輝緑岩質岩 

石の引き強ぎられたよ強な形の岩塊や，丸味を帯びたり，シュ海ーレン様に長強伸び 

たりしている岩塊が，花崗岩中に散在している場同もある（図版 5)。 

鏡石でみると，主として小長石と角閃石とからなり，少量の石る大黒雲母が随伴し 

ており，花崗岩化作用を強強受けた岩相ほど石る大黒雲母の量を増している。小長石 

大自形に近強，累帯構造が甚だしい。角閃石大緑色で，まれに輝石を包有している。 

石る大ポイキ海チックである。 

斑 岩（ Gab）大，大浦北方と，川代北地方に大出する中粒～粗粒の岩石であって 

カ海海模様に似た大頭面を示している。そして局部的に，縞状構造を持った部分があ 

る。 

鏡石で観察すると，大浦北方のもの大，おもに小長石＞橄欖石＞輝石と，少量の角 

閃石大蛇紋石大海ピネルなどからなっている。 

Go2 の岩体 これ大一見して Go1 の岩体（輝緑岩質岩石以外の部分）と区別し難 

い。しかし風化面などで大，前者と異なって，斑晶と石基とが区別強れる。その著し 

い例大，大大大南地方で原地山層に接した部分であって，そこで大径数 mm 以上の石 

るの斑晶が顕著である。ペグマタイト大海プライト脈大ほとんどみいだ強れない。ま 

た，まれに，上記の輝緑凝灰岩質岩石の小型（径 10 cm以石）のものが点在すること 

もある。 

鏡石で観察すると斑晶大，小長石＞石る＞カ海長石で，石基大小長石大石る大力海 
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図版 5 a  大浦花崗岩中の輝緑岩質岩石（大大大図幅，山田．大浦北方海岸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版 5 b  同  上 

 

長石大黒雲母および少量の角閃石からなる。 
 

Ⅱ．4．4 宮古花崗岩類 
 

Gm1 の岩体 中粒，白色の花崗岩であって，相当石範囲に分布するにもかかわら 

ず，見かけ大概して均質で，古生層に近接した部分（たとてば図口北方）を除けば， 

海プライト大ペグマタイト脈大まれであり，捕獲岩もほとんどみられない。片理大一 

般に大見られないが，まれに（たとてば白石付近）角閃石が定方小に並んで微弱な片 

理をつ強っている。壁岩に対して大 45ﾟ以石の海るい傾小で接している。 

外見大，黒雲母と角閃石との自形結晶が特徴的で，部分によって大，径数 mm 以上 

の黒雲母や，長強1 cm に達する角閃石が斑点状に散在する（図版 6)。岩質大角閃石 

≒黒雲母の花崗閃緑岩質の部分が多いが，ところによって大黒雲母＞角閃石で優白色 

の岩質が発達する。 

鏡石で観察すると，おもに小長石＞石る＞カ海長石≒角閃石および黒雲母からな 

る。小長石大累帯構造が顕著である。カ海長石大甚だし強ポイキ海チックである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図版 6  宮 古 花 崗 岩 （Gm1） 

自形に近い黒雲母大角閃石が斑状に発達している（大 図幅，山田．田の自）  
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またま成分鉱物としてチタン石が比較的多強，肉眼でもしばしばそ 色の結晶が認め  

られる。 

Gm2 の岩体 これ大 Gm1 の岩体のは辺部に発達する細粒の岩相で，その地縁に大 

は遍的に存在し，西縁で大浪板付近にみられる。 

新鮮な面大幾分青味を帯びて見て，Gm1 の岩体と異なって，ほゞつねに小型の輝緑 

岩質岩石の捕獲岩を包有する。しばしば，弱い片理が発達し，壁岩に接する部分に 

大，ときに電気石などを含むペグマタイトや海プライトが存在する。 

黒雲母や角閃石の外形や分布状態大，それほど斑状で大ないが Gm1 の岩体のそれ 

によ強似ている。また，新鮮な大頭面で大，長強 1 cm 以上のカ海長石（鏡石で大き 

わめてポイキ海チック）がなってみてることがある。鏡石での事実も，大体において 

Gm1 の岩体を細粒にした状態を示している。 
 

Ⅱ．4．5 遠野花崗岩類 
 

Gt1 の岩体 中粒白色の岩体で，外観大宮古花崗岩類中の Gm1 の岩体に似ている 

点が多い。異なる点をあ強ると，弱い片理が，よりしばしばみられること，丸味を帯 

びたいわ海る塩基性捕獲岩をしばしば含むこと，および黒雲母や角閃石大宮古花崗岩 

の場同ほど斑状を示強ないことなどである。 

鏡石での事実も Gm1 の岩体の場同に同同よ強似ており，異なる点を挙強ればカ海 

長石がそれほどポイキ海チックでないこと，黒雲母や角閃石大比較的小型で，集同し 

ている傾小がみられること，チタン石大あまりみられないこと，などである。 

なお，大 ．な並北方の小岩体大，白雲母大そな鉱およびそな鉱を含むやゝ細粒の  

花崗閃緑岩である。 

また，この花崗岩類に大比較的瀕繁にペグマタイトを伴なっている。 

Gt2 の岩体 これ大細粒の灰色～暗灰色の閃緑岩質岩で， 石分細野付近に発達す  

る。結晶粒の大き強や黒っぽ強大場所によって幾分異なる。 

鏡石でみると，主として小長石と角閃石とからなる。小長石大自形性が強強，累帯 

構造が顕著である。角閃石大緑色大淡 色また大無色で，構々にして輝石を包有して  

いる。また，部分的に大少量の石るや黒雲母のみられることもある。 

 

Ⅱ．5 変 成 帯 

 

変成帯大大き強みて成因的に 3 つのグループに分けられる。第 1 大，大浦花崗岩類 

は辺に発達する接触変成帯である。第 2 大，すでに古生層の項で記述した栗林層に発 

達する千枚岩帯である。第 3 大，宮古大遠野両花崗岩貫海の影響によるとてわれる変 

成帯で，これ大前 2 者の分布が比較的局所的であるのに反し，図幅のほゞ全域にわた 

っている。そして，このもっとも変成はの高い部分（石記のⅣ~Ⅴの帯）が，地質図 

に“変成帯（高変成部)”として示した帯である。以石その概要を述べる。 

 

大浦花崗岩花花花接触変成帶 

単純な砕変成帯であって，花崗岩との接触部から 200~300 m 以内の原地山層大ホ 

ルンフェル海になっている。そして，顕微鏡的に大，より石範囲――現在の分布岩の 

ほゞ全域にわたって変成鉱物が生じている。ホルンフェル海の部分大，後述の宮古大 

遠野花崗岩体は辺の場同と異なって，片理大生じておらず，原岩の組織が大体保存強 

れている。 

変成鉱物として大，石る大小長石大カ海長石大白雲母大緑色～ 色の黒雲母などが  

みられる。 

 

宮古・遠野両花崗岩花花花変成帶 

この変成帯大，第 2 図および第 2 表に示したよ強に，再結晶した鉱物の種類によっ 

て，千枚岩帯地域も含めて増進的に 5 帯に分けられる。たゞしこの分帯大，もっぱら 

顕微鏡観察による作業であるし，限られた標本によったものであるから，各帯の境界 

海に大推定によらざるを得ない所もある。 

各帯の性質を要約すると，肉眼的にみて，Ⅰ~Ⅲの帯大，千枚岩帯地域を除き非変 

成古生層とあまり異なるところ大ない。ⅣとⅤの帯大，片状ホルンフェル海大雲母片 

岩，ときによると片麻岩と称すべきもので，片理や縞状構造が発達している（図版 

7)。たとてば，遠野花崗岩に接する部分に大，電気石ペグマタイト細脈が層々迸海し 

ている片麻岩がみられる。また，構々にして菫青石そのほかの斑状変晶が顕著に生じ 

ている。 
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鉱物学的にみて，Ⅰ帯大黒雲母を含まない帯で，黒雲母大Ⅱ帯から生じている。Ⅲ 

帯で大緑閃石に伴なって（多強大とりまいて)，青緑色のは通角閃石が晶出を始めて 

いる。Ⅳ帯に大，柘榴石大菫青石大透輝石など，強まざまの鉱物がみられ，Ⅴ帯に大 

珪海石（おもに白雲母を交代したもの）が見いだ強れる。たゞし，Ⅴ帯大，花崗岩に 

接して局部的に発達するだけであるから，第 3 図で大Ⅳ帯といっしょにしてある。 

 

Ⅱ．6 第 四 紀 層 

 

第四紀層として大，おもに各河川の上流部にみられる河岸段丘上の礫層と，おもに 

各河川の石流部の山間の谷を埋めている冲積層および海自の堆積物（おもに砂―浪板 

で大礫大砂）とがある。 

図版 7 片状ホルンフェル海（風化面） 

（大 図幅，大 ．浪板西方）   
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Ⅱ．7．地 質 構 造 
 

概説で述べたよ強に，大 図幅地域の西部をかすめて，早池峯構造帯が走ってい  

る。この構造帯大輝緑凝灰岩帯と千枚岩帯とからなっている。輝緑凝灰岩帯を構成す 

る地層大，おそら強前期石炭紀とててられる小川層であり，千枚岩帯を構成するもの 

大前期二畳紀の栗林層である。これらを超塩基性岩が貫いており，それ大ほとんど蛇 

紋岩化している。これら蛇紋岩大この地域で大小岩体である。そして，これら大この 

地域で大早池峯構造帯のなかだけを貫いている。 石図幅大遠野図幅の地域で大，こ  

の構造帯西部にしばしば圧な岩を伴な強が，この地域で大認められない。 

早池峯構造帯が北上山地古生層の南部型と北部型とを分ける意味をもつものである 

こと，これ大同時に北上山地の超塩基性岩~塩基性岩の外側孤状体列と一致するもの 

であること大，すでに人首大大で大 石図幅説明書に述べている。すなわ強，古生代  

において堆積環境を分けた境界が，後に構造帯に転化したことを示している。このこ 

と大 石地質図幅説明書 23)に述べたことであるが，その後得られた結果で補足できる 

だろ強とてわれること大，小川層大おそら強北上山地南部型古生層の石部石炭系とほ 

ぼ同様の岩相をも強，石炭紀初期から同紀鬼丸世頃まで大，北上山地南部北部の間に 

岩相変化大なかったよ強に推定強れることであり，また，岩相変化大前期二畳紀から 

おこっているので大なかろ強かとい強ことである。後の点を少し強わし強いてば，北 

上山地南部の前期二畳紀の坂本沢統大，基底礫岩大粘板岩大石灰岩（一部に砂岩大酸 

性凝灰岩）とい強岩相組み同なであるが，北部型の同時代の 石層の一部大 Pseudo - 

fusulina，Pseudoschwagerina  を産する部分（大 図幅地域のほとんど全部の 石   

層）の岩相大，粘板岩大チャート（一部に砂岩大石灰岩大輝緑凝灰岩薄層が加わる） 

である。このよ強に前期二畳紀に大，北上山地南北部で著しい対照性がみられる。一 

方，早池峯構造帯のなかに分布する前期二畳紀の栗林層大，この坂本沢統と 石層  

との漸移層である。このこと大，構造帯が北上山地南部と北部との境界であるとい 

強位置からばかりでな強，砂岩（半ば凝灰質)大粘板岩（そのほか石灰岩礫岩大凝灰 

岩薄層，非常にまれにチャートを挾む）とい強岩相からみてもててられることであ 

る。 

構造帯の前身とみられる小川層，あるい大それより新しい石炭系の地層からなる地 

背小が，前期二畳紀に存在していた。そのこと大この背 を強けとめた栗林層中に石  

炭紀長岩統に属する化石を含む石灰岩礫がみいだ強れることによっても証明強れる。 

輝緑凝灰岩帯（小川層）に大，1 つの小小構造が認められる。千枚岩帯（栗林層） 

大，西に 60~70ﾟ傾小し，赤内森地など処々に地に傾小する部分がある。この地傾す 

る部分大地域としてまとまって，地塊として存在するよ強にてわれる。北上山地北部 

型の石型的な地域に分布する 石層の構造大，地層の細分もできず，型層となるものも  

ほとんどないので，正層に大て明である。しかし，ほとんどすべての傾小大西に小い 

ている。そして，処々で見られる級化層理をみれば，地層大逆転していない。早池峯 

構造帯に平行した走小断層が，大 図幅地域北西端から大 ．分構北側を   NW-SE 

方小に走っているが，これと同じ性質の断層が強らに小強い規模で 石層を切り，帯  

状構造によって 石層大状り状しているとてわれる。強らに， 宮古図幅南部の地域と 

あわなてててると，走小断層で帯状に切られている 石層大，地にい強ほどあい層準  

の帯状部が分布するよ強に推測できる。これ大西南日本外帯の地質構造の性質とほゞ 

同様である。しかもこゝで大等小褶曲をしている証拠大みられない。それ大前にあ強 

たよ強に，西への単小急傾構造をも強，級化層理によって逆転の事実がないこと，お 

よび輝緑凝灰岩層で型層となるよ強なものが少しあるけれども，それが褶曲してふた 

たび大出して認められることがないこと，背小小小部を示すよ強な走小傾小がまった 

強ない註6)ことなどによる。 

原地山層がおそら強もつ構造大，2 ~ 3 km の幅をもつ小小と背小とからなり，古 

生層と同じ強宮古層群（白堊紀宮古世）堆積前の地殻変動を強けている。しかし，古 

生層のもつよ強な海海な活動を強けておらず，やゝ単純な構造をもっているよ強にみ 

てる。宮古花崗岩によって貫海強れた部分の変成帯に片麻岩状の変成岩を生ずるが， 

これ大貫海前あるい大同時に破な帯が存在したとする意見もある。ともか強，宮古花 

崗岩大古生層と原地山層との境界（おそら強構造海）に貫海していること大層かであ 

る。この構造海大加納博のい強北上外縁構造帯に当たる。 

 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 6 ) たゞし，チャートの大出しているところで大その現象がときに認められる。しかし，これ大チャート層内 

褶曲である。 
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Ⅲ．応 用 地 質 
 
 

Ⅲ．1 概  説 

 

石層中のチャートに大，処々マンガン鉱を伴なっている。宮古花崗岩に近いもの  

大多少変質を強けている。稼行した分が方々でみられるが，いずれも小規模のものが 

多い。そのなかで，大谷山鉱山のマンガン鉱床がかなり長年にわたり採掘を続けてい 

る。また金鉱床として，現在大廃山となっているがな鉱山大金沢鉱山があり，そのる 

大浦花崗岩中に大，ご強小規模のな鉱脈が発達している所がある。また花崗岩大しば 

しば石材として用いられている。 

また， 石層のチャート自身も，ままントま海用として採掘強れている。  

そのほか，花崗岩に伴な強ペグマタイトも，珪石あるい大長石を採る目的で，それ 

ぞれ大 ．小 な並，あるい大 石分細野北方で稼行強れたことがあるが，小規模で    

本造的に着手強れなかった。 

 
 

Ⅲ．2 鉱  床註7) 

 

Ⅲ．2．1 大谷山鉱山 
 

登録鉱種名：マンガン 

岩手県石閉伊郡山田．豊間根 

鉱業権者：地北砂な鋼業株海会社 

前期二畳紀 石層のチャートに伴な強もので，付近の地質大チャート大粘板岩大砂  

岩大石灰岩からなる。石灰岩から大紡錘虫化石を産出する。チャート大小褶曲ないし 

屈曲が甚だし強，マンガン鉱床もそれとともに屈曲が甚だしい。鉱床自体の傾小大そ 

のためか，非常に海るいが，鉱床およびチャートを挾む粘板岩大 N20~30ﾟW，西に 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 7 ) この項の記述大，岩手県鉱山誌6) によるところが多い。 

60~70ﾟ 傾いた構造をもっている。 

鉱石大，チ鉱コレート大強す鉱大灰大帯 灰大鉱色など を呈している。 

高細維一郎18)によれば，主要鉱物大テフロ石大バラ輝石大菱マンガン鉱であり，ブ 

ラウン鉱も発見強れている。 

35年当時の月産約 500 t。 
 

Ⅲ．2．2 大 鉱山（廃山）  
 

鉱種：マンガン 

石分．住．．石 ノ自 

石層中のチャートに存在する鉱床で，かなり長強採掘強れていたが，昭和 35年採 

掘をやめた。 
 

Ⅲ．2．3 金沢（マンガン）鉱山（廃山） 
 

鉱種：マンガン 

岩手県上閉伊郡大 ．金沢字石岩岩  

石層中のチャート中に存在する鉱床であるが，石後採掘を中石した。  
 

Ⅲ．2．4 そのるのマンガン鉱山（廃山） 
 

そのほか廃山となって資料のつかめないマンガン鉱山として，つぎのよ強なものが 

あ強られる。 

鯨山鉱山：大 ．浪板西方，小鯨山南地  

大
おお

ガ口
強強

鉱山：大 ．大 ガ口 

鉱．鉱山： 大 ．鉱． 小
こ

飛
び

内
ない

沢 

大塔鉱山( ? )：山田．織笠落同西方 

て動鉱山：山田．図口て動付近 
 

Ⅲ．2．5 金沢鉱山（廃山） 
 

鉱種：金 
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岩手県上閉伊郡大 ．金沢  

栗林層中の粘板岩を貫強，非常に小強い花崗岩脈岩体に伴な強もので，数条の含金 

石る脈であるといわれている。坑口大崩壊しているが，廃石中の石るあるい大花崗岩 

に大，そな鉱大そな鉱の微粒が付着している。石る脈の走小大 N30ﾟW，傾小大 40ﾟW 

といわれており，近強の粘板岩の走小傾小に一致する。 
 

Ⅲ．2．6 な鉱山（廃山） 
 

鉱種：金 

岩手県石閉伊郡山田．山家 

宮古花崗岩との接触部付近の古生層中の石る脈中から金を採掘した。 
 

Ⅲ．2．7 大 鉱山（珪石）  
 

鉱種：珪石 

岩手県上閉伊郡大 ．分構北方  

石層中のチャートを稼行しているもので，船で大船渡分小野田ままン石工場に石  

送強れ，ままントま海剤に使われている。月産大 35 年当時約 5,000 t。 
 

Ⅲ．2．8 そのるの金属鉱産地 
 

大大大図幅地域内の大浦花崗岩中の多々羅山近傍に大，何ヵ所かにな鉱脈が発達し 

ており，一部に試掘程はの採掘あとがみられる。また，この付近の海岸の砂自中に 

大，砂なを産するといわれている。 
 

Ⅲ．2．9 石  材 
 

宮古花崗岩および遠野花崗岩大，石垣大基礎石大墓石などに利用強れている。宮古 

花崗岩中で大，必要に応じて数ヵ所から切り出強れており，遠野花崗岩の場同大河原 

や沢の転石がおもに利用強れている。 

また大浦花崗岩中で大，大浦北方から輝緑岩質岩が切り出強れており，大浦石と称 

強れて，主として墓石に利用強れている。 

Ⅲ．2．10 鉱  泉 
 

大大大地方の海岸付近に大，鉱泉が湧出している。しかし交通て便のため，現在の 

ところ利用強れていない。 

なお前記のよ強に，な鉱山廃坑の坑口から流石する．大，鉱泉として近隣の人々の 

浴用に利用強れている。 
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GEOLOGY 
 

GENERAL REMARKS 

T h e a r e a o f t h es e s h e e t - ma p s i s  s i t u a t e d i n t h e c o a s t a l p a r t , 

fa cin g t o th e Pa cif ic Ocean ,  of th e Kitakami mounta inland .  

Paleozoic rocks ,  gran it es and Mesozoic（ p oss ib ly of early Creta -  
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ceous a ge) a cid ic vo lcan ic rocks are pred ominant ly d is t r ibu t ed in th e 

area .   Pa leozoic fa cies in th e area b elon g t o th e so-c al led n or th ern  

typ e of th e Pa leozoic stra ta of th e Kitaka mi mounta in lan d .   Accord -  

i n g ly t h e P a le o z o ic s t r a t a in t h e a r ea e x c lu s ive o f t h e Ha ya ch in e 

tecton ic b elt are chara ct er is t ic in abundant pres en ce of ch erty fa cies ,  

wh ich is absent in th e s ou th ern t yp e Pa leozoic strata of the Kitaka m i 

m o u n ta in la n d .  Th e b o u n d a r y o f t h e n o r t h er n a n d s ou t h er n t y p e 

P a l e o z o i c s t r a t a  o f t h e K i t a k a m i m o u n t a in l a n d  i s  s h o w n  a s  t h e 

Ha ya ch in e t ecton ic b elt (p r eviou s ly ca lled t h e Ha ya chin e― Goyōs a n 

tecton ic l in e) ,  wh ich is d ivid ed t o th e scha lst ein sub -b elt and ph yll it e  

sub-b elt .   Both sub -b elts are intrud ed by t h e bas ic rocks and serp en -  

t in ized u ltrabas ic rocks .   Th e gran it es are in trud ed into the Pa leozoic  

strata and Mesozoic volcan ic rocks and ha ve wid e conta ct meta morph ic 

effect on th em.   Th eir in tru s ion is a ft er th e Koch ian -Ar itan of ear ly  

Creta ceous and b efor e t h e Miyak oan of ear ly Creta ceous in a ge .  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PALEOZOIC 

Th e P a le o zo ic s t r a t a in t h e a r ea a r e s u b d ivid ed t o t h e Ko ga wa ,  

Ku r ib a ya s h i a n d Ka ma is h i for ma t ion s , wh ich a r e b ord er ed b y t e ct on i c  

l in e ea ch oth er .  Th e K oga wa a n d Ku r ib a ya s h i f or ma t i on s c on s t ru c t  

t h e Ha y a ch in e t e c t on i c b e l t ,   wh ic h ma rk s t h e b o u n d a r y b e l t o r  

t r a n s i t i on a l b e lt o f t h e s ou th er n a n d n or th er n fa c i es o f t h e P a le o z o ic  

s t r a t a in t he K ita k a m i mou n ta in la n d .  
 

Koga wa for mat io n  Th is format ion is comp os ed ma in ly of s cha l-  

s t e i n  a n d b la c k c l a y s l a t e ,  in t e r c a l a t e d  w i th  s a n d s t o n e a n d t h in  

la yer s  of  ch er t .   Limeston e, int er ca lat ed in th is fo rmat ion in th e 

Ka ma is h i s h e et -ma p a r ea ,  y ie ld s t h e ea r ly Ca rb on i f er ou s (u p p e r  

Viséan) cora l,  th ou gh i t is n ot d istr ibut ed in th is Otsu ch i geologica l  

sheet -ma p area .   Th e geologica l a ge of th is forma t ion is assu med t o  

ind icat e th e ear ly Carb on iferous ,  con s id er in g from that upper Viséan  

faun a and th e l ith ologic corr ela t ion with th e P a leozoic strata of th e 

s outh ern par t of t h e Kita ka mi moun ta in la nd .  Th e th ickn es s a tta in s  

three th ousand meters and more.  
 

Kur iba ya shi for ma t io n  Th is forma t ion is comp os ed of b la ck 

cla ys lat e and sands ton e ( tu ffa ceous) ,  in t er ca la t ed with thin la yers o f 

tuff and lenses of l imeston e Con glomerat e.  Th e great er par t of th is  

forma t ion is chan ged largely t o ph yll i t e.  Th e fol lowing foss i ls are 

produ ced as well from th e matr ix of l imeston e con glomerat e as from 

its p ebb les .  

From matr ix :  
Pseudofusulina sp .  
Pseudoschwagerina sp .  

From p ebb les :  
Endothyra sp .  
Mille rel la sp .  
Litho strotione lla ? sp .  

Ju d gin g fr om t h es e fos s i ls ,  t h is forma t ion in d i ca t es  t h e ea r ly 

Permian in a ge.  Th e th ickn es s atta ins 1 ,500 m or s o .  
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Ka ma ishi for ma t io n  Th is format ion has th e t yp ica l fa cies of 

th e n orth ern par t of th e Pa leozo ic stra ta in th e Kita k ami mou nta in - 

land , comp os ed of th ick a ccu mu lat ion of ch er t and cla ys l ate.  Furth er -  

more, it is int er ca lat ed with sandston e,  sma ll lenses of l imes ton e an d  

thin la yers of scha lst ein .  From l imeston es , th e fol lowin g foss i ls occur  

not s o abundant ly.  

Pseudofusulina sp .  
Pseudoschwagerina ? sp .  
Codonofusiel la sp .  
Alga e 

Th e geologica l a ge of th is format ion b elon gs t o th e ear ly P ermian  

in i ts great er pa rt .  Th e th ickn es s atta ins 5 ,000m and more.  
 

MESOZOIC 
 

Harac hiya ma for mat io n  Lower Creta ceous (p oss ib ly) volcan ic  

strata ,  ca lled Hara ch iya ma format ion ,  d evelop in th e coasta l area o f 

the n orth ern Kitaka mi moun ta in land .  

In t h is a r ea t h e mos t p ar t of t h e s tr a ta are t h e p ile of d a c it i c  

tu ff , tu ff-b r eccia , sha le an d sand ston e, bu t in th e n or th ea st ern pa rt  

of th e area mapp ed (on th e n orth eas t ern part of th e fa ult t o th e eas t  

of Os a wa) rock s is t h ick b ed o f t u f f s h ow in g ma ss ive a p p ea r a n c e 

gen era l ly .   Th ey a r e th erma lly meta morph osed and th eir d eta i l min - 

era logica l prop er t ies can n ot b e kn own .  
 

IGNEOUS ROCKS 
 

Ultra bas ic rock 

Th es e rock s a r e in t ru d ed with in t h e Ha ya ch in e t ecton ic b e lt a s 

s ma ll b od ies .   Th ey a r e in ver t ed in to serpen t in e- o r t a lc-ro ck in  

var iou s grad e.  
 

Dyke rocks 

Dyk e rocks are class if ied into two groups .  Th e f irs t is porph yr i t e  

and pla gioclas e porph yr it e found in th e Pa leozoic s ed iments ,  and th e 

s ec on d ,  b a sa lt in t h e Ha ra ch iya ma f or ma t ion .  Both  grou p s wer e 

int rud ed b efor e th e intrus ion of gran it es as t h ey are meta morph osed .  

P o rp h yr i t e i s f i n e -g ra in ed a n d n on -p or p h yr i t i c r o ck  c o m p os ed  

ma in ly of p la gioclase and brown h ornb len d e.  

Pla gioclase p orph yr it e, s o-ca lled “Zen i” porph yr it e, is ch aract er ized  

b y t h e c on s p ic u ou s p orp h yr i t i c p la g io c la s e in f in e - g r a in ed ma t r ix 

comp os ed of p la gioclase ,  clin op yroxen e and oth ers .  

Basa lt is n on -p orph yr it ic rock comp os ed of p la gioclase,  clin op yro-  

xen e and h ornb lend e and sh ows oph it ic t extur e.  
 

Gra nites 

Gran it es are d ivid ed into thr ee groups ,  that is th e Oura gran it es ,  

Miyak o gran it es and Tōn o gran it es ,  wh ich distr ibut e in the s eparat ed  

area ea ch oth er .   Amon g th em th e Miyak o and Tōn o gran it es sh o w 

similar p etrograph ica l featur es ,  and th e p er iod of b oth intrus ions ma y 

be id en t ica l approximately.  
 

Oura granite  Th e western ha lf of th e gran it e b od y is med ium-  

gra in ed hornb lend e-b iot i t e gran it e in clud in g large a mou nt of d iabas i c  

rocks as xen olith .  Th e east ern ha lf sh ows s l ight ly h ypa byssa l t extu r e 

and in clud es few xen oli th ic bas ic in clus ion .  

Miya ko gra nites  I t is surely as certa in ed b y th e f ield evid en ce 

at th e Miyak o city in th e n orth ern -a d ja cent sh eet -map area tha t t h e 

p er iod of int rus ion of t h e gran it es are l imit ed dur in g th e Koch ia n ~  

Ar itan ep och (Neocomian) and Miyak oa n (Apt ian ~ Alb ian) ep o c h o f 

the ear ly Creta ceous .  Th e rock fa cies is med ium-gra in ed hornb lend e - 

biot i t e gran od ior it e with f in e-gra in ed ma rgina l fa cies contain in g bas ic  

xen oli th .  

Tōno granites  The granites are also medium-grained hornblende-  

biot ite granodiorit e accompanied with fin e-grained diorit ic rocks .  
 

METAMORPHIC ZONES 
 

In th e area mapp ed a lmost a ll Pa leozo ic rocks and th e Hara ch i-  

ya ma format ion are more or less meta morph osed ,  th ou gh th e minut e 

dis tr ib ut ion of th e meta morp h ic rocks are n ot ind ica t ed in th e map .  

Three metamorph ic zon es are d is cr iminat ed .   Th e f irs t is ph yll it e  
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z o n e r u n n in g i n t h e K u r ib a y a s h i f o r m a t i o n  a lo n g t h e H a y a c h in e 

tecton ic b elt .  

T h e s e c on d is t h er ma l ly m eta m orp h os ed z on e a r ou n d t h e Ou ra 

gran it e.  In th e zon e,  volcan ic rock s of th e Hara ch iyama format ion  

are con ver t ed into n on -s ch istose mu scovit e-b iot it e h orn fels ,  et c.  

Th e th ird is th e most wid ely d evelop in g meta morph ic zon e around  

the Miyak o and Tōn o gran it es .  In th e map , th e h igh er grad e par ts  

(zon es Ⅳ and Ⅴ) , in wh ich th e p res en ce of mica s ch ist or gn eiss is  

remarkab le , are on ly sh own .  

Th e f i ve p r o gr es s i ve ly m e ta m o r p h o s ed z on es a r e s et t l ed ,   a n d  

characterist ic min erals in cla yslate and basic rocks are as follows .  

Zon e Ⅰ  : Mus co vit e,  ch lor i t e,  a ct in oli t e 
Zon e Ⅱ  : Biot it e 
Zon e Ⅲ  : Hornb lend e,  anda lus i t e.  
Zon e Ⅳ  : Alma nd in e,  cord ier i t e,  cu mmin gton it e,  d iops id e 
Zon e Ⅴ  : Sill iman it e 

 

QUATERNARY 
 

Th e t er ra ce d ep os its a pp ear in th e u pp er s tr ea m r eg io n of ea ch  

r iver , cons ist in g ma in ly of gra vel b eds .   Th e a llu via l d epos its , cons is -  

t in g of gra vel , sand and cla y,  are d istr ibut ed a lon g r ivers , str eams ,  

va l leys and coasta l b ea ch es .  

 

ECONOMIC GEOLOGY 
 

Manga nese 

Man gan iferous d ep os its are found in ch er t and ch erty cla ys lat e o f 

th e Ka ma ish i forma t ion at man y p la ces ,  b ut few worked .  Amon g 

th em ,  Otan iya ma min e is work ed co mp arat ive ly on a la rge s ca le .  
 

Silica stone 

Ch er t int er ca lat ed in th e Ka ma ish i format ion is work ed as s i l ica  

ston e .  
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